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そ道｣の登場人物 ｢等窮｣の表記の意味す
るもの/俳論用語としての ｢手柄｣の提
唱/ ｢句案｣考/ ｢重は山によまず｣の真
意/ ｢ちる時の心やすさよけしのはな｣
考/蕉風俳論における ｢自然｣観と ｢本
情｣/惟然を通して見る ｢かるみ｣の論/
支考の滑稽観/蕉風伝書における｢皮肉骨｣
についてのノート/ F俳語秘事満津毛jに
見える俳語本質論/貞門末流俳論書 F誹語
秘書いしずゑ抄Jの再評価/其角重機-の
俳句観/子規の滑稽観の確認
【第二部】｢俳許発句論一資料と研究-｣
芭蕉判 F十八番発句合1の新出写本/ F去
来抄j｢故実｣の-異本/もう一つの F去
来抄』/千那伝書 r鳳鳴談1の確実性/千
那伝書考/ F直指伝j翻刻と考察/浪化伝
書 F俳語秘文抄l考/ F正風発句大概j雑
考/ F誹許手引種 乾j翻刻と小考◇
俳論史の一つ一つの流れを丹念に追いつ
つも,全体を大きく傭轍して近 ･現代俳句
との接点を探り,今日の俳句の本質をも明
らめんとする氏の排論史研究には,鬼ケ城
の俳号を持ち,現代俳句にも造詣の深い氏
ならではの鋭利な問題意識と洞察が生かさ
れている｡俳文学研究を志す研究者には勿
論のこと,俳句に関心を持つすべての人々
にぜひお読みいただきたい一書である｡
